
日本有数の有機産地形成を目指して
R5策定 市総合計画

福井県 越前市



オーガニック都市宣言 Ｒ６．５．１４

生産から消費まで

一貫して有機農業を進め

脱炭素社会の実現へ
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三協（農協、生協、社協）と市で取り組む
 「地域一体型 食と農の温室効果ガス削減運動」

生産時
の削減

運搬時
の削減

小売時
の削減

食事時
の削減

廃棄時
の削減

生活困窮者

購買者

有機農業 地産地消

フードバンク

フードドライブ

チャレンジ３０運動

食べきり、水きり、コンポスト、雑紙回収により
１人当たり１日のごみ排出量を３０ｇ削減

フードロス削減運動農産物のGHG※削減見える化

フードロス
削減

食べきり

フードロス
削減

水きり

コンポスト
社会福祉協議会

フードドライブ、フードバンク、
食べきりによるフードロス削減

農業協同組合 生活協同組合

～食と農で取り組む脱炭素と地域福祉～

フードマイレージ

購買 調理

調理
雑紙回収

水田でのJ-クレジット創出

※GHG（greenhouse gas）：
二酸化炭素やメタンなどの温室効果ガス
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市では３本柱で有機農業を推進（R5～）

１ 規模感のある有機農業の推進

２ 有機農業へスマート技術の導入

３ 有機農産物の更なる高付加価値化

Ｒ５作成マニュアルの精度向上
ファーム広瀬の栽培技術を水平展開

富裕層、海外向けに訴求効果高い発信
市場調査、試験販売による販路開拓

追肥適期を特定する実証実験
負担大きい水管理のスマート化
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市では３本柱で有機農業を推進（R5～）

１ 規模感のある有機農業の推進

２ 有機農業へスマート技術の導入

３ 有機農産物の更なる高付加価値化

Ｒ５作成マニュアルの精度向上
ファーム広瀬の栽培技術を水平展開

富裕層、海外向けに訴求効果高い発信
市場調査、試験販売による販路開拓

追肥適期を特定する実証実験
負担大きい水管理のスマート化
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農事組合法人 ファーム広瀬
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約１００ｈａを有機（JAS）で栽培



（農）ファーム広瀬 法人概要

名称： 農事組合法人 ファーム広瀬

住所： 福井県 越前市 広瀬町129-6-1

受託面積： ９７７,９６９㎡ 全て「有機農業」

圃場数：４５８ （平均：2,135㎡／圃場）

内訳） ①有機JAS認証： 747,828㎡

②県特別栽培認証１： 230,141㎡

作付面積： １２４.３ha （２毛作：２６.５haを含む）【2023年】

内訳） ①水稲： 61.2ha ②麦： 29.9ha

③大豆： 5.8ha ④そば： 27.0ha ⑤野菜： 0.4ha

 常時従事者（年間150日以上）：８人

・常時従事者： 組合員：３人 社員：５人

・地域協力者： １０名程度（繁忙時期に従事） 6

全量受注生産（マーケットイン）
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製造品出荷額NO1→工業社会
世界レベルの工程管理・品質管理のノウハウ（考え方）
農業に活用できないかと考えていた

福井村田製作所 他にも信越化学工業 アイシンなど



有機農業の
マニュアル化（演繹的手法）
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生産 R5
ファーム広瀬の規模感ある有機農業を横展開

（大屋ファクト（株）１．５ha）



Ｒ５ 有機農業の新規取組者８名獲得

管内農業者が大屋ファクト（株）実証圃を見学

生産者
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有機取組み初年度

共励会で慣行を含め
管内最優秀賞受賞



Ｒ６はさらに実証圃を別に３ｈａ追加し
ファーム広瀬方式の有機栽培を実施
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【新規取組者】 南部農産株式会社（国兼町）

生産 R6



市では３本柱で有機農業を推進（R5～）

１ 規模感のある有機農業の推進

２ 有機農業へスマート技術の導入

３ 有機農産物の更なる高付加価値化

Ｒ５作成マニュアルの精度向上
ファーム広瀬の栽培技術を水平展開

富裕層、海外向けに訴求効果高い発信
市場調査、試験販売による販路開拓

追肥適期を特定する実証実験
負担大きい水管理のスマート化
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３３
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有機農業×スマート技術



有機農業×スマート技術

・生育ステージを画像判断し、

 有機農業における追肥適期を特定する実証

※ＮＴＴデータへ委託

・カメラを設置し、画像データの収集と分析



㈱NTTデータが制作する

越前市版有機米栽培の

アプリケーション

R7は、有機農業者が試行的に本アプリを使用、検証する  

スマートフォンで撮影すると、
水稲の生育に応じ、追肥タイミングがわかる

ここ２年で蓄積したデータを活用

有機農業×スマート技術
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JAによる乗用除草機の貸出開始   
R5 １台 R6 ２台体制



クボタ ＷＡＴＡＲＡＳ

・有機農業の水管理を自動給水器で行う実証

・大屋ファクト（株）の有機栽培圃場で

有機農業×スマート技術



市では３本柱で有機農業を推進（R5～）

１ 規模感のある有機農業の推進

２ 有機農業へスマート技術の導入

３ 有機農産物の更なる高付加価値化

Ｒ５作成マニュアルの精度向上
ファーム広瀬の栽培技術を水平展開

富裕層、海外向けに訴求効果高い発信
市場調査、試験販売による販路開拓

追肥適期を特定する実証実験
負担大きい水管理のスマート化
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加工
有機農産物の加工による付加価値・ブランディング
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市内流通

有機農産物や
その加工品を
地元生協、農協などで販売



・農水省の
「見える化ラベル」を推奨し、
環境にやさしい農産物を差別化
（JA越前たけふ ３月１６日の新幹線開業に合わせ実施） 

・学校給食に
「コウノトリ呼び戻す農法米」を導入

※市内全小中学校２４校  （JA越前たけふより購入しており、一部JA負担） 

21

販売・消費



・オーガニックを求める層の多い

市場をターゲティング

販路開拓
有機ＪＡＳ米

特栽①吟醸酒

軽井沢町 発地市場 Ｒ5.12～

有機ＪＡＳ米
手焼きせんべい

東京八芳園 R6  5/29～6/9

・市場調査や試験販売による

販路開拓、販売促進



オーガニック国際見本市

    BIOFACHへ出展

販路開拓

R６ １０/２５～１０/２７
東京ビッグサイト

農林水産省のブースに越前市のコーナーを設置
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廃棄
堆肥化し、有機肥料へ
R７から試行的実施
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サスティナブルツーリズム 国連BTV申請

・自然環境の豊かさ、
希少野生生物の生息と

ともにアピール

・富裕層、海外向けに
訴求効果の高い情報発信
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規模感ある有機農業の推進
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【R6】 ３１０  ｈａ （目標値）

成果



有機栽培面積の推移  
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【R3】 ２０９ ｈａ

【R4】 ２４１ ｈａ

【R5】 ２７６ ｈａ

【R6】 ３２５  ｈａ （約５０haの増）



有機栽培面積の推移と内訳
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増加要因①
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コウノトリ米作付面積 経年変化

コウノトリ米の作付が増加 会員も３０名に
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33

JA越前たけふの機構改革
２０１２経済事業を（株）コープ武生へ完全譲渡
コメの全量直売開始

JA越前たけふ資料より
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増加要因②

有機栽培のそばを扱った

夏そばキャンペーン により

そばの有機栽培面積が拡大

１５２ｈａ １７５ｈａ



• 提供期間：８月６日㈫～２５日㈰ 約３週間

• 提供店舗：１６店舗
麺類組合加盟店  １０店舗
麺類組合非加盟店 ６店舗

・ 事業予算：６８４,000円 （県１０／１０）

結果

▲夏の新そばPRポスター

・JA管内有機栽培キタワセソバ玄ソバ使用

・結果  １２，０００食完売
 約１，０００万円の売上



越前六麦麺 夏の新そば めん祭り

年間通じ「麺」で６次化、地消地産



現在計画中

食や環境の意識が高い県外都市の
学校給食にコウノトリ米を販売
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想定：軽井沢町

  荒川区など

→ 水稲を生産できない自治体とつながり、
消費の拡大をめざす



３  有機農産物の販路開拓と消費拡大

食や環境の意識が高い県外都市の
学校給食にコウノトリ米を販売

38

実施にあたっては、「コウノトリ物語」として

都市交流を前提に当地ではＪＡと共に新聞社、

都市部でもメディアや環境問題に取り組む大手企業

の協賛を得るなどして推進する計画



つながっているんだよ
生き物と食べ物
そしてわたしたちの命

越前市からの贈り物

子どもたちへのメッセージ



越前市公開Webサイトへ

福井県 越前市から政府に提案しています

http://www.city.echizen.lg.jp/


給食無償化

全国一律（学校給食法の理念）
必要な栄養の確保

保護者負担軽減＝生活支援、子育て支援

地場産食材加算 有機食材加算

地場産農林水産物を活用した場合の差額補填（国１／２）
給食における地域性の発揮
地元の伝統的農林水産業（業者）の理解＝食育
併せて地域農林水産物の価格保証と販路の確保

有機農産物を活用した場合の差額補填（国１／２）
有機農業を振興（安定した需要先を確保）
安全・安心の給食の実現
温暖化対策を推進

ユニバーサルサービス

学校給食を通した地方創生・環境問題への対応
国の給食無償化に伴い
削減される自治体財源を
有効活用

福井県 越前市
越前市公開Webサイトへ

http://www.city.echizen.lg.jp/


・農水省の
「見える化ラベル」を推奨し、
環境にやさしい有機農産物を差別化

・学校給食に有機栽培米
「コウノトリ呼び戻す農法米」を導入

※市内全小中学校２４校 （５日間）

一般米との差額はＪＡ及び農政部門で支給
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農政部門において地場産農産物や、有機農産物の推進を、
現場における反当たりの補助金で推進する在り方

現状

将来

公的な消費で牽引し、農家所得の向上と安定をもたらす在り方

転換
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ご清聴ありがとうございました

最後にひとこと

行政に関わる皆様へ
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環境農林部行政 ＝ PDCA ＝ 計画偏重 要は行動！

今はVUCAの時代。

未来は現在の延長にはない。

公務員：一定の技量を身に付ければ定年までごまかせる時代ではない

行政もアップデートしなければいけない

Volatility

Uncertainty

Complexity

Ambiguity

変動性
不確実性
複雑性
曖昧性
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２０年前

今

大量定型業務を迅速に処理できる人

業務を改善できる人 生産性重視

非定型業務の組立ができる人

定時で帰る人

残業する人

評価される公務員

未来が現在の延長
にあった時代

未来どころか現在すら
不確定な時代

言われたことを言われたとおりにする人

言われた成果を少ない労力と時間でだす人

評価対象

経過

結果

時代

過渡期ではなく、とっくに切り替わってますよ

新しい価値を創造できる公務員

外部評価
自走組織

内部評価
管理組織

チャレンジする公務員

（要は自分をバージョンアップできる人）

（つまり現状維持の人）

前例踏襲・先送り



有機農業
脱炭素社会

少子・高齢化
財政健全化・・・

本気ですか
あきらめてませんか
あなたが本気でないと市民は伴走できない


	スライド 0
	スライド 1: オーガニック都市宣言 Ｒ６．５．１４
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6: （農）ファーム広瀬　法人概要
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30
	スライド 31
	スライド 32
	スライド 33
	スライド 34
	スライド 35
	スライド 36
	スライド 37
	スライド 38
	スライド 39
	スライド 40
	スライド 41
	スライド 42
	スライド 43
	スライド 44
	スライド 45
	スライド 46
	スライド 47

